






要約:出生前に診断し得た外科的形態異常を有する患児のうち救命し得なかった12 例の臨

床経過および剖検所見について検討した。個々の症例に於いて救命が困難であった幾つか

の理由が認められたが、大きく分けて、より一層の治療上の努力が必要なものと、如何に

努力しようとも現時点においては救命不可能な機能的、形態的異常があり、このような症

例に対する多角的な周産期管理の検討が必要である。 


